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…
租
税
負
推

の

一
般

と
租

税

の
民
衆
化

・

一
基
督
教
文
明
の
震

概
論

祉
會
哲
墨
田塩
主
意
的
二
元
論
的
思
想

咀

経

済
道
と
縄
濟
術

時

給醐

改
質
節
減
論

・
}説

苑

功
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義
と
生
産
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策

・

雑
}

録

…
静
農
露
西
亜
の
肚
會
保
険
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と
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農
露
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亜
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第

+
五
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(第
.
【
脇

一
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一
町

八

京

都

帝

國

大
學

経
済

學

會

大
食

記

事

五
月
二
十
八
日
午
後

一
時
半
よ
り
法
學
部
第

一
敷
室
㎜

に
於
て
経
済
學
會
第
四
回
公
開
講
演
會
を
開
く
。
.田
島
　

河
上
、
小
川
の
諸
漱
授
を
初
め
、
多
数
の
聴
講
者
墾
集

.
し
、
さ
し
も
に
廣
き
敏
室
も
満
員
ε
な
る
の
盛
會

-o
あ

・
つ
π
。
先
づ
小
川
部
長
登
壇
、
開
會

の
講
に
次
ぎ
経
済
學
會

の
會
計
報
告
を
な
す
。
我
が
學
會
が
斯
學
の
上
に
名
實

共

に
如
何
に
重
大
な
る
勢
力
を
有
し
且

つ
其
前
途

の
洋

々
π
る
か
を
思
は
し
め
、
今
後
會
員

一
同
が
協
力
し
て

研
鑽
琢
磨
し
以
て
益
々
學
會
を
獲
展
せ
し
む

べ
.き
を
読

か
れ
た
。

次
に
恒
藤
助
敏
授
は

「
経
済
政
策
の
両
極
限

に
就

い

て
」
ε
題
し
、
二
時
間

に
わ
た
る
長
講
演
を
な
す
。
そ

の
大
要
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

・
経
済
政
策
は
両
個
の
極
限
を
有
す

る
。
そ
の

一
は

無
政
府
主
義
で
あ
り
、
そ
の
他
は
共
産

主

義

で

あ

る
。
前
者
は
、
輕
濟
政
策

の
根
本
的
な
る
否
定
乏
し

て
、
経
済
政
策
の
極
小
限
を
成
す
も
の
で
あ
り
、
之

に
反
し
て
、
後
者
は
、
輕
濟
政
策
の
極
端
な
る
肯
定

ご
し
て
、
経
済
政
策
の
極
大
限
を
成
す

も

の

で

あ

る
。
現
實

の
輕
濟
政
策
は
、
こ
れ
ら
の
両
極
限

の
間

を
連
結
す

る
系
列
に
お
け
る
無
敷
の
身
皎
然
ざ
し
て



、

口

成
立
す
る
の
で
あ

・
が
、
近
代
の
姦

諸
國
に
放
漫

る
脛
濟
政
策
の
獲
展
の
趨
勢
は
、
大
艦

に
於

い
て
、

一

画
極
限
の
間

の
系
列
を
、
極
小
限
よ
り
遠
ざ
か
り

つ

一

一
つ
、
漸
次
極

大
限
に
向
は
む
ε
す

・
根
本
的
傾
向
…

を
示
す
や

う

に
考

へ
ら

れ
る

.
斯

か
る
現
實

の
傾

向
㎝

.

に
即

し
て
思
惟
す

る
雲

は
・
・
の
震

の
系
列
生

一
つ
の
直
線
ε
し
て
眼

に
映
す
る
け
れ
ご
、
若
し
も

　

こ
の
獲
展
を
観
念
上
終
結
せ
る
も
の
ε
し
て
想
定
す

る
ε
き
は
、
経
濟
政
策

の
両
極
限
、
仰
ち
共
産
主
義

…

ε
無
敵
府
主
義

ε
の
両
者
は
、
全
然
相
合
致
せ
ざ
る

一

を
得
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
護
展
の
系
列
の
完

結
が
経
験
的
に
あ
た

へ
ら
れ
る
こ
ε
は
、
到
底
あ
b
…

能
は
李
、
挽
割
哲
學
の
意
味
に
於
け
な
理
念
こ
し
て

「

の
み
可
能
で
あ
る
β

三
時
半
よ
り
小
川
激
授

の
講
演

に
入
る
。
「
脛
費
節
減
.

論
」
の
題
下
に
現
今
の
我
国
に
於
て
経
費
節
減
の
必
要
一

な
る
所
以
を
論
ず
。
こ
れ
亦
二
時
間
に
⊥
る
大
講
演
な

↑

り
し
が
、
莫
大
艦
を
要
約
す
れ
ば
、
次
の

如

く

で

あ
…

る
。
.
一
纏
費
節
減

に
當
も
第

一
に
注
目
す

犀、
き
は
国
民
弩
「

雑

鮭

京
都
市
國
大
學
経
済
學
會
大
愈
認
事

済
の
方
面
で
あ

る
。
世
界
大
戦
が
我
が
国
民
経
済

に

及
ぼ
.し
π
る
大
影
響
の

一
は
物
償
騰
貴
な
る
事
實
で

あ
る
が
、
今
に
し
て
思

へ
ば
、
物
債
騰
貴
の
齎
し
た

る
好
景
気
な
る
も
の
は
、
果
し
て
堅
實
な
る
性
質
の

も
の
な
り
し
や
否
や
は
疑
無

き
を
得
な

い

の

で

あ

る
。
現
に
其
結
果
は
貿
易
}關
係
…の
上

に
現
は
れ
、
輪

入
超
.渦
正
貨
流
出
な
る
悲
し
む

べ
き
産
物
を
齎
し
セ

の
で
あ
る
。
實
に
現
今

に
於
け
る
我
が
国
民
経
済
の

病
弊
は
物
債
の
暴
騰
に
存
し
て
み
る
。
然
る
に
我
が

国
民
は
依
然
戦
時
好
景
気
の
.成
金
氣
分
に
酔
ひ
、
極

め
て
不
節
制
な
る
消
費
輕
濟
一を
敵営
み
、
以
て
…物
償
の

下
落
を
不
自
然
に
妨
害
し
て
.み
る
。
故

に
願

は

く

は
、
国
民

一
般
が
経
費
節
減

の
物
償
下
落

に
必
要
な

る
所
以
を
自
畳
し
て
、
経
費
節
減

に
よ
り
て
物
儂
を

下
落
せ
し
む
る
事
に
努
力
せ
ら
れ
た

い
も

の

で

あ

る
。
こ
れ
国
民
脛
濟

の
方
面
に
於
て
経
費
節
減

の
必

要
な

る
駈
以
で
あ
る
。

経
費
節
減
は
更

に
財
政
方
面
に
於
て
も
講
せ
ね
ば

な
む
諏
。

こ
れ
国
家
財
政
は
国
民
経
済
に
於
て
最
大

.
の
消
費
者
・し
し
て
現
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
而
も
、

第
十
五
巻
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}
號
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九
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r

0

雑

録

京
都
帝
劇
大
畢
経
済
學
會
大
會
記
事

今
年
度
に
入
り
、
牧
人
減
少
な
る
票
實
が
財
政

の
上

に
著
し
く
現
は
れ
た
る
が
故
に
、
財
政
そ
れ
自
身

の

必
要
よ
り
し
て
も
、
経
費
節
減
の
方
法
を
講
ぜ
ね
ば

な
ら
な
く
な
っ
た
叩
{労
々
経
費
節
減
論
が
財
政
學
上

の
時
事
問
題
さ
し
て
閑
却
す

べ
か
ら
ざ
る
所
場
で
あ

る
。
経
費
節
減
に
は
種

々
の
方
法
が
存
し
て
み
る
。

そ
の
最
も
普
遍
に
行
は
れ
る
の
は
所
謂
天
引
論
で
あ

る
が
、
此
方
法
こ
そ
経
費
節
減
方
準
こ
し
て
は
最
も

不
都
合
の
も
の
で
あ

る
。
余
は
経
費

の
『内
容
に
立
ち

入
り
、
生
か
す

べ
き
も

の
は
生
か
し
、
、減
す

べ
き
も

の
は
減
じ
、
以
て
纏
嚢
節
減
の
實
を
擧
げ
た

い
の
で

あ
る
。
第

】
に
纏
費
の
性
質
に
基
き
節
減

の
道
を
講

じ
、
第
二
に
行
政
整
理
に
よ
り
経
費
を
節
減
し
、
第

=
.に
豫
…算
の
縮
…成
#
に
實
行
に
國
…す

る
手
締
…を
改
善

し
以
て
其
目
的
を
達
す

べ
き
で
あ
る
。

か
く
て
国
民
各
自
が
経
費
を
櫛
減
し
、
文
園
蒙
財

政
の
上
に
経
費
節
減

の
實
が
め
が
ろ
事
に
よ

っ
て
、

藍
に
始
め
て
我
が
国
民
経
済
の
病
弊
が
除

か
れ
る
の

で
あ
る
。
余
は
此
事
實

が

一
目
も
速
に
實
現
せ
ら
れ

.

ん
事
を
希
堅
し
て
止
ま
な
い
の
で
あ
る
。

第
十
五
巻

〔第

一
號

一
五
Q
)

「
五
〇

最
後
に
阻
高
議
授

の

}
場
の
挨
拶
あ
り
て
閉
曾
、

時
に
六
時
、
更

に
席
を
畢
生
集
會
所

に
移
し
同
好
會

を
開
一
、
漱
授
畢
生
相
興
じ
歓
霊
く
る
所
を
知
ら
す

八
時
散
會
。

「

F


